
〇評価基準

項目 項番 評　　　価　　　基　　　準

1

提案する防災情報システムが下記の要件を満たしたものであるか。
・災害情報収集の迅速性／正確性確保
・関係機関の災害対応の円滑化・的確化
・災害情報伝達の迅速性と確実性確保
・防災情報システムの耐災害性・信頼性

5点

2

本業務を履行するための体制や対応内容が具体的であり、本府の災害対応に有益なシステムの開発・維
持管理について提案されているか。
・開発スタッフの実績、経験、資格等
・システム開発時における業務計画の具体性と進捗管理
・運用/維持管理における具体的な提案

5点

3
提案する防災情報システムが有する機能についてわかりやすく提案されているか。

5点

4
防災情報システムが抱える課題について提案されており、京都府の防災行政と防災情報システムとの適合
性が取れているか。 5点

5

【システムの基本方針・特徴】
　システム導入の目的を理解し、課題解決に至る提案である。また、提案業者の知見や、近年の災害対応
の課題を踏まえ提案されているか。

【システム全体図・構成・形態】
　本府が想定するシステム構成であり、運用上問題なく稼働できる提案されているか。

【システム化範囲】
　本府が想定するシステム化の範囲が適切に提案されているか。

5点

6

【共通機能・トップページ】
　システムのログインやログイン直後に表示するトップページの視認性や操作性がわかりやすく提案されて
いるか。

【災害管理・本部管理】
　災害管理（災害名称管理）及び災害対策本部等の本部管理について画面例や操作性がわかりやすく提
案されているか。

5点

7
【避難所管理・避難情報発令管理・被害報告・箇所別被害管理・備蓄物資管理機能】
　市町村が主として使用する上記画面について画面例や操作性がわかりやすく提案されているか。 5点

8

【地図機能・情報提供】
　防災情報システムが使用する地図機能について視認性や操作性がわかりやすく提案できていること。
また、府民向け防災ポータルサイトについて視認性や操作性がわかりやすく提案されているか。

5点

9

【提供するソフトウェアがパッケージソフトウェアの場合】
　カスタマイズする範囲や想定する費用（工数）が明確となっているか。また、府が要求する仕様に適合させ
るための作業が明確であり、上記費用内で完了することが判断できるか。

【提供するソフトウェアがパッケージソフト以外の場合】
府が要求する仕様を、想定する費用内で実現するための手法が具体的に提案されているか。また、上記費
用内で完了することができると判断できるか。

5点

10
関係機関や外部サイトなどとの連携について提案されているか。

5点

11
操作研修の実施及びマニュアルの作成について具体的に提案されているか。

5点

12
運用後の運用保守・体制等が具体的に示され、その内容が妥当なものであるか。

5点

13
システムのバージョンアップ等、情報の追加について保守費用の中でどこまで対応できるか記載されている
か。 5点

14
提案内容を実施できる人員が確保されているか。

5点

15
各工程ごとに妥当な時間配分がなされ、業務完了に至るまでの過程が明確に説明されているか。

5点
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